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皆さんこんにちは。ザック・マーシュと申します。
私はアラスカの州都で生まれ、パーマで育ちました。
佐呂間の子供たちと仲良くなり、みんなに英語を楽しんで
もらえるようにしたいと思っています。
こどもに英語を教えるのは初めてで緊張していますが、
一生懸命頑張ります！
よろしくお願いします！

ザック・マーシュ　さん

　ザックさんは、ＡＬＴ（外国語指導助手）として町内の学校を回り、
子供たちに英語を教えてくれます。
　学生時代にはスキーやサッカーをしてきて、今はボードゲームには
まっているそうです。
　日本語がとても上手なので、見かけた際にはぜひ声をかけてみてく
ださい。

浜佐呂間小学校・保育所合同運動会

新しいＡＬＴが着任しました！
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町
税
・
保
険
料
の
納
期
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

◆
固
定
資
産
税（
３
期
）

問
企
画
財
政
課
資
産
税
係
・
徴
収
対
策
室

☎
２
・
１
２
１
４

◆
国
民
健
康
保
険
税（
３
期
）

問
企
画
財
政
課
町
民
税
係
・
徴
収
対
策
室

☎
２
・
１
２
１
４

◆
介
護
保
険
料（
３
期
）

問
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
２
・
１
２
１
２

◆
後
期
高
齢
者
保
険
料（
３
期
）

問
町
民
課
医
療
保
険
係

☎
２
・
１
２
１
３

◆
納
　
　
期
：
９
月
30
日

◆
口
座
振
替
：
９
月
2
日

※
諸
事
情
に
よ
り
「
納
期
限
ま
で
に
納
め

　

ら
れ
な
い
」「
一
度
に
納
め
ら
れ
な
い
」

　

な
ど
の
納
税
の
相
談
や
、
不
明
な
点
が

　

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎詳しい内容は直接お問い合わせください。
◎記事中の記号は次のとおりです。
　問：お問い合わせ先　☎：電話　℻：ファックス　　：申込先
　　ホームページ　E：メールアドレス　　：フェイスブック

○人口：4,879人（-3人）
　【内外国人：161人】
○男♂：2,309人（±0人）
　【内外国人：29人】
○女♀：2,570人（-3人）
　【内外国人：132人】
○世帯：2,402戸（+3戸）
     【内外国人：150戸】
※（　）内数字は前月比

人
の
う
ご
き
　
７
月
末

町
税
・
保
険
料

　
納
期
の
お
知
ら
せ

会員数（７月末時点）

３，１３９名

入会や詳しい内容
についてはＱＲか
らＨＰにアクセス

　

サ
ロ
マ
斎
場（
火
葬
場
）は
業
務
継
続
施

設
と
し
て
特
別
な
こ
と
が
な
い
限
り
、
通

常
ど
お
り
運
営
し
ま
す
が
、
北
海
道
内
お

よ
び
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
等
で
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
受
け
、
サ
ロ
マ

斎
場
で
の
火
葬
に
お
い
て
、
ク
ラ
ス
タ
ー

（
小
規
模
な
感
染
集
団
）の
発
生
源
と
な
ら

な
い
よ
う
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
ご
遺

族
、
葬
祭
関
係
者
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
死
亡
届
出
時（
火
葬
許
可
申
請
）の
事
前

　
確
認
に
関
す
る
お
願
い

　

共
有
ス
ペ
ー
ス（
給
湯
室
・
親
族
控
室

な
ど
）の
利
用
可
能
人
数
に
は
限
り
が
あ

り
、
複
数
の
ご
遺
族
や
関
係
者
で
密
状
態

と
な
る
こ
と
を
避
け
る
る
た
め
、葬
儀（
火

葬
）日
時
を
決
定
す
る
際
に
は
、
他
の
利

用
者
の
有
無
に
つ
い
て
、
役
場
町
民
課
戸

籍
年
金
係（
閉
庁
日
は
日
直
が
対
応
い
た

し
ま
す
。）に
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
き
、
日
程
調
整
に
つ
い
て
可
能
な
範
囲

で
ご
配
慮
い
た
だ
く
よ
う
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
サ
ロ
マ
斎
場
で
の
感
染
防
止
対
策

①
常
に
人
と
の
間
隔
を
あ
け
、
体
調
が
す

　

ぐ
れ
な
い
方
や
発
熱
や
咳
等
の
症
状
が

　

あ
る
方
は
来
場
を
控
え
る
。

②
マ
ス
ク
着
用
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
手
指

　

消
毒
液
の
活
用
と
十
分
な
手
洗
の
励
行
。

③ 

室
内
の
定
期
的
な
換
気
を
行
う
。

④
火
葬
場
へ
の
遺
族
・
来
場
者
は
可
能
な

　

範
囲
で
少
人
数
と
し
、飲
食
の
際
は
個
々

　

で
の
お
弁
当
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料

　
（
斎
場
内
の
ポ
ッ
ト
、
湯
飲
み
等
は
利

　

用
不
可
）と
し
、
斎
場
内
で
食
事
を
摂

　

る
際
は
、
間
隔
を
あ
け
対
面
で
の
着
席

　

を
避
け
、
使
用
前
後
は
テ
ー
ブ
ル
な
ど

　

を
ア
ル
コ
ー
ル
等
で
消
毒
す
る
。

⑤
万
が
一
の
場
合
に
備
え
、
施
設
利
用
者

　

の
氏
名
や
住
所
を
把
握
し
て
お
く
。

問
町
民
課
生
活
環
境
係（
サ
ロ
マ
斎
場
）　

　
　
　
　

戸
籍
年
金
係（
火
葬
許
可
申
請
）

☎
２
・
１
２
１
３

サ
ロ
マ
斎
場
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
お
願
い
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９
月
29
日
で
任
期
満
了
と
な
る
佐
呂
間

町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
町
民

に
と
っ
て
は
最
も
身
近
で
大
切
な
選
挙
で

す
。
有
権
者
の
方
は
棄
権
す
る
こ
と
な
く

必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

◆
投
票
日
　
９
月
12
日（
日
）７
時
〜
18
時

　
各
投
票
所
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
会
場

で
の
手
指
消
毒
・
マ
ス
ク
着
用
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
鉛
筆
は
持
参
い

た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

◆
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
、
用
務
等
の
た
め
投
票
所

に
行
け
な
い
方
は
、
次
の
期
間
期
日
前
投

票
が
で
き
ま
す
。

▽
期　

間
：
９
月
８
日（
水
）〜
11
日（
土
）

▽
時　

間
：
８
時
半
〜
20
時

▽
場　

所
：
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
（
役
場
１
階
）　

問
選
挙
管
理
委
員
会　

☎
２
・
１
２
９
２

　　
　
　
　
　

　　

左
記
の
期
間
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
と
ご
み
収
集
業
務
を
休
業
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
休
業
日
：
９
月
25
日（
土
）・
26
日（
日
）

　

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
あ

る
い
は
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
症
状
の
た
め

に
、
勤
め
先
で
働
く
こ
と
が
で
き
ず
、
給

与
等
の
支
払
い
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

方
は「
傷
病
手
当
金
」の
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
、
町
民
課
医
療
保
険
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

支
給
対
象
期
限
は
、
令
和
２
年
１
月
１

日
か
ら
令
和
３
年
12
月
31
日
の
間
に
働
け

な
い
日
が
４
日
以
上
と
な
っ
た
場
合
、
そ

の
４
日
目
か
ら
復
帰
す
る
日
ま
で
と
な
り

ま
す
。

問
町
民
課
医
療
保
険
係

☎
２
・
１
２
１
３

野
ね
ず
み
駆
除

　
　
　
殺
そ
剤
空
中
散
布
の
実
施

傷
病
手
当
金
の
支
給
対
象
期
間
が

延
長
さ
れ
ま
し
た

９
月
12
日（
日
）は

町
議
会
議
員
選
挙
投
票
日
で
す

知
来
最
終
処
分
場
・
ご
み
収
集
　

　
　
　
　
　
休
業
日
の
お
知
ら
せ

　

造
林
木
に
食
害
を
及
ぼ
す
野
ね
ず
み
の

駆
除
を
目
的
と
し
て
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
殺
そ
剤
の
空
中
散
布
を
実
施
し
ま

す
。ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
散
布
実
施
日
：
10
月
１
日
〜
31
日
の
内

　
　
　
　
　
　
　

１
日
間
程
度

※
天
候
等
に
よ
り
日
程
を
変
更
す
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す

◆
散
布
時
間（
予
定
）：
８
時
〜
16
時
ま
で

◆
散
布
区
域
：
佐
呂
間
町
内
の
民
有
林
内

　
　
　
　
　
　
（
町
有
・
私
有
林
の
一
部
）

◆
薬
剤
の
種
類
：
リ
ン
化
亜
鉛
１
％
粒
剤

　
（
農
薬
取
締
法
に
よ
り
登
録
済
み
）

◆
散
布
面
積
：
約
９
１
０
ha

◆
散
布
量
：
１
ha
当
た
り
８
０
０
ｇ

　
　
　
　
　
（
１
㎏
当
た
り
６
千
粒
）

◆
事
業
実
施
者
：
佐
呂
間
町

　
　
　
　
　
　
　

佐
呂
間
町
森
林
組
合

問
経
済
課
林
務
係

☎
２
・
１
２
０
０

問
佐
呂
間
町
森
林
組
合

☎
２
・
３
６
０
６
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ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
職
場
、
町
内
会
、
及
び
青
年
部
会
等
の

　

地
域
の
団
体
の
依
頼
に
応
じ
て
、
こ
こ

　

ろ
の
健
康
に
関
す
る
講
話
を
し
て
い
ま

　

す
。派
遣
に
か
か
る
費
用
は
無
料
で
す
。

　
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
感
染
症
予

　

防
を
考
慮
し
開
催
方
法
を
検
討
い
た
し

　

ま
す
）

・
保
健
師
や
専
門
医
が
、
こ
こ
ろ
の
健
康

　

に
心
配
の
あ
る
方
、
飲
酒
や
ア
ル
コ
ー

　

ル
問
題
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
問
題
を
お
持
ち

　

の
方
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

心
配
の
あ
る
ご
本
人
だ
け
で
は
な
く
、

　

ご
家
族
や
関
係
者
の
方
も
利
用
で
き
ま

　

す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
紋
別
保
健
所
健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

☎
０
１
５
８
・
２
３
・
３
１
０
８

◆
結
核
予
防
週
間
：
９
月
24
日
〜
30
日

　

結
核
は
、
現
在
も
日
本
で
毎
年
約

１
万
７
千
人
が
新
た
に
発
症
し
て
お
り
、

「
過
去
の
病
気
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
新
た
に
結
核
を
発
症
す
る
方
の

半
数
以
上
が
70
歳
以
上
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、若
い
時
に
結
核
に
感
染
し
、

発
症
が
抑
え
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
高
齢

に
な
っ
て
免
疫
力
が
落
ち
た
こ
と
な
ど
か

ら
発
症
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

結
核
は
、
結
核
菌
に
よ
っ
て
主
に
肺
に

で
あ
り
、
そ
の
多
く
が
防
ぐ
こ
と
の
で
き

る
社
会
的
な
問
題
で
す
。

　

自
殺
の
予
防
に
は
、
住
民
一
人
一
人
が

自
殺
を
考
え
る
ほ
ど
追
い
詰
め
ら
れ
て
い

る
人
に
気
づ
き
、
支
え
合
う
こ
と
が
重
要

で
す
。
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と

の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

◆
自
殺
予
防
の
た
め
の
行
動

【
気
づ
き
〜
周
り
の
人
の
悩
み
に

　
　
　
　
　
　
　

気
づ
き
、耳
を
傾
け
る
】

　

家
族
や
仲
間
の
変
化
に
敏
感
に
な
り
ま

し
ょ
う
。
じ
っ
く
り
と
話
を
聞
く
場
を
持

ち
、 
相
手
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
共
感
し

ま
し
ょ
う
。 

【
つ
な
ぎ
〜
早
め
に
専
門
家
に

　
　
　
　
　
　
　

相
談
す
る
よ
う
促
す
】

　

心
の
病
気
の
兆
候
が
あ
れ
ば
、
本
人
の

置
か
れ
て
い
る
状
況
や
気
持
ち
を
理
解
し

て
く
れ
る
家
族
、
友
人
、
上
司
と
い
っ
た

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
連
携
し
て
、
専
門
家
へ

の
相
談
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。 

【
見
守
り
〜
温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　

じ
っ
く
り
と
見
守
る
】

　

自
然
に
応
対
す
る
と
と
も
に
、
身
体
や

心
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
配
慮
し
、
優
し

く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。 

　

必
要
に
応
じ
、
家
族
と
連
携
を
と
り
、

主
治
医
に
情
報
を
提
供
し
ま
し
ょ
う
。 

　

紋
別
保
健
所
で
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
を

守
る
た
め
に
、次
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
12
日（
火)　
、
献
血
車
が
巡
回
し

ま
す
。
献
血
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

※
な
お
、
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
で
お
知
ら
せ

し
て
い
る
巡
回
予
定
時
間
に
一
部
変
更
が

ご
ざ
い
ま
す
。

・
役
場
前　

９
時
30
分
〜
11
時
50
分

・
農
協
前　

13
時
20
分
〜
14
時
10
分

・
森
永
前　

14
時
40
分
〜
15
時
20
分

・
漁
協
前　

16
時
00
分
〜
16
時
30
分

◆
自
殺
予
防
週
間
：
９
月
10
日
〜
16
日

　

令
和
２
年
に
全
国
で
自
殺
に
よ
っ
て
亡

く
な
っ
た
方
は
、
２
万
１
０
８
１
人
で
、

前
年
と
比
較
し
45
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

依
然
と
し
て
２
万
人
を
超
え
る
方
が
自
ら

命
を
絶
っ
て
お
り
、
深
刻
な
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

紋
別
保
健
所
管
内
に
お
い
て
は
、
昨
年

７
名
ほ
ど
の
方
が
自
殺
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

自
殺
の
背
景
に
は
こ
こ
ろ
の
健
康
だ
け

で
な
く
、
過
労
、
生
活
困
窮
、
育
児
や
介

護
疲
れ
、
い
じ
め
や
孤
立
な
ど
の
様
々
な

社
会
的
要
因
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
自
殺
は
こ
う
し
た
様
々
な
悩
み
が

原
因
で
心
理
的
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死

結
核
予
防
週
間
に
つ
い
て

自
殺
予
防
週
間
に
つ
い
て

炎
症
を
起
こ
す
感
染
症
で
す
。
症
状
は
、

せ
き
、
タ
ン
、
発
熱
、
倦
怠
感
な
ど
で
風

邪
と
似
て
い
ま
す
。「
結
核
か
な
」と
思
っ

た
ら
、
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
せ
き
が
あ
る
人
は
マ
ス
ク
を
着

け
て
、
周
り
の
人
に
感
染
を
広
げ
な
い
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
定
期
的
に
健
診

（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
）を
受
け
る
こ
と

も
、
早
期
に
結
核
を
発
見
す
る
の
に
有
効

で
す
。

◆
こ
ん
な
と
き
は
病
院
へ
！

・
せ
き
が
２
週
間
以
上
続
く

・
タ
ン
が
出
る

・
急
に
体
重
が
減
る

・
体
が
だ
る
い

◆
発
見
さ
れ
に
く
い
高
齢
者
の
結
核

　

65
歳
以
上
の
方
は
、
年
に
１
回
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
健
診
等
で
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
の
精
密
検
査
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、

自
覚
症
状
が
な
く
て
も
必
ず
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　

せ
き
・
タ
ン
な
ど
目
立
っ
た
症
状
が
あ

ら
わ
れ
に
く
い
の
が
高
齢
者
の
結
核
の
特

徴
で
す
。
食
欲
が
な
い
、
元
気
が
な
い
、

体
重
が
減
る
、
微
熱
な
ど
の
症
状
し
か
出

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら

健
康
状
態
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
紋
別
保
健
所
健
康
推
進
課

　

健
康
支
援
係
・
保
健
係

☎
０
１
５
８
・
２
３
・
３
１
０
８

献
血
車
の
巡
回
に
つ
い
て
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国民年金便り
～国民年金保険料の免除・納付猶予期間がある方へ～
　国民年金保険料の追納をおすすめします！

　国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・
法定免除）、納付猶予、学生納付特例の承認を
受けられた期間がある場合、保険料を全額納め
た方と比べ、老齢基礎年金（６５歳から受けら
れる年金）の受け取り額が少なくなります。
　将来受け取る老齢基礎年金を増額するため
に、免除等の承認を受けた期間の保険料につい
ては、１０年以内であれば遡って納める（追納）
ことができます。
　ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌
年度から起算して３年度目以降の追納の場合、
当時の保険料額に一定の加算額が上乗せされま
すので、お早目の追納をお勧めします。

＜追納に関する注意事項＞
・一部免除を受けた期間は、納付すべき保険料
　が納付されていなければ追納はできません。
（例えば、３／４免除の期間を追納する場合は、
残りの１／４の保険料を納めている必要があり
ます。）
・追納は、免除などを受けた期間のうち、原則
　古い期間の保険料から納めることになります。
・追納するためには、年金事務所へ「国民年金
　保険料追納申込書」の提出が必要です。

　追納のご相談は、北見年金事務所へお問い合
せください。

問北見年金事務所　☎０１５７・３３・６００７　　問町民課戸籍年金係　☎２・１２１３

町営住宅の空き状況

８月２０日現在
問建設課管理係　☎２・１２１０

団　地　名 居住階 間取り 戸 数 家　賃

西富

１階 ２LDK １戸 19,400円～

１階 ３LDK ５戸 15,200円～

２階 ３LDK ３戸 15,200円～

宮前 ２階 ３LDK ７戸 23,300円～

栄 １階 ３LDK ２戸 15,300円～

若佐第１ 2階 ２LDK １戸 21,400円～

若佐第２
1階 ３LDK １戸 15,700円～

２階 ３LDK ２戸 15,700円～

若里 平屋 ３DK ２戸 9,200円～

特定公共賃貸住宅※１

宮前 ２階 ３LDK １戸 47,700円～

※１　所得が公営住宅入居基準以上の世帯が対象



9 　R3.9

　

消
防
訓
練
と
は
、
一
般
的
に
避
難
訓
練

と
呼
ば
れ
て
い
る
訓
練
で
す
。
こ
の
訓
練

は
、
飲
食
店
や
百
貨
店
、
ホ
テ
ル
な
ど

の
不
特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
建

物
に
対
し
て
、
初
期
消
火
や
避
難
誘
導
、

１
１
９
番
通
報
な
ど
の
訓
練
を
年
に
２
回

以
上
実
施
す
る
こ
と
が
消
防
法
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

火
災
や
地
震
は
、
い
つ
ど
こ
で
発
生
す

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
災
害
に
よ
る
被
害

を
軽
減
す
る
た
め
、
大
切
な
命
を
守
る
た

め
に
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

◆
消
防
訓
練
の
流
れ

①
訓
練
内
容
の
決
定

　

消
防
訓
練
を
実
施
す
る
日
付
や
内
容
を

　

事
業
所
内
で
決
め
ま
す
。

②
消
防
署
へ
の
届
出

　

消
防
訓
練
を
実
施
す
る
際
は
、
届
出
書

　

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

届
出
書
は
、
遠
軽
地
区
広
域
組
合
の

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
し
て
、
各
項

　

目
を
記
入
の
上
、
消
防
署
佐
呂
間
出
張

　

所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.engarukouiki.jp/　

　
　

yousiki.htm
l

　

消
防
訓
練
実
施（
計
画
・
結
果
）届
出
書

③
訓
練
の
実
施

　

事
前
に
計
画
し
た
訓
練
内
容
の
と
お
り

　

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

消
防
職
員
が
訓
練
に
立
ち
会
う
場
合
は
、

　

実
際
に
火
を
消
火
す
る
こ
と
が
で
き
る

　
「
消
火
体
験
装
置
」や
煙
の
中
を
避
難
す

　

る
こ
と
が
で
き
る「
ス
モ
ー
ク
マ
シ
ー
ン
」

　

な
ど
を
用
意
で
き
ま
す
の
で
、
訓
練
に

　

必
要
で
あ
れ
ば
事
前
に
消
防
署
佐
呂
間

　

出
張
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

④
訓
練
の
反
省

　

訓
練
で
良
か
っ
た
点
・
悪
か
っ
た
点
な

　

ど
を
事
業
所
内
で
話
し
合
い
、
次
回
の

　

訓
練
に
反
映
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
観

　

点
か
ら
、
北
海
道
に
緊
急
事
態
宣
言
が

　

発
令
さ
れ
た
場
合
や
、
遠
軽
地
区
広
域

　

組
合
構
成
町
内（
遠
軽
町
・
湧
別
町
・

　

佐
呂
間
町
）の
感
染
状
況
が
緊
迫
な
方

　

向
に
移
行
し
た
場
合
は
、
消
防
職
員
を

　

消
防
訓
練
に
派
遣
す
る
こ
と
が
困
難
に

　

な
り
ま
す
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

消
防
訓
練
に
つ
い
て

ク
ロ
ス
ボ
ウ
所
持
は
原
則
禁
止
に

　

６
月
16
日
に
銃
刀
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
公
布
さ
れ
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ（
通

称
：
ボ
ウ
ガ
ン
）の
所
持
が
原
則
禁
止
・

許
可
制
と
な
り
ま
す
。
改
正
法
は
公
布
の

日
か
ら
起
算
し
て
９
か
月
以
内
に
施
行
さ

れ
、
改
正
法
の
施
行
後
、
不
正
に
所
持
し

た
場
合
は
罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

◆
自
宅
な
ど
に
ク
ロ
ス
ボ
ウ
を
所
持
し
て

　
る
場
合
は

　

改
正
法
の
施
行
後
６
か
月
以
内
に
許
可

　

申
請
を
す
る
か
、
警
察
署
に
お
い
て
引

　

き
取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
処
分
を

　

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
具
体
的
な
処
分
方
法

　

最
寄
り
の
警
察
署
に
直
接
持
ち
込
ん
で

　

い
た
だ
け
れ
ば
無
償
で
処
分
し
ま
す
。

　

処
分
の
依
頼
は
施
行
前
で
も
受
け
付
け

　

て
い
ま
す
。

問
北
見
方
面
遠
軽
警
察
署

☎
０
１
５
８
・
４
２
・
０
１
１
０

警
察
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　https//w
w
w
.npa.go.jp/bureau/　

　

safetylife/hoan/crossbow
/index.

　

htm
l

　
令
和
２
年
７
月
10
日
か
ら
全
国
３
１
２

か
所
の
法
務
局
で
、
ご
自
身
で
作
成
し
た

遺
言
書
を
保
管
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

相
続
を
め
ぐ
る
紛
争
を
防
止
す
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
ご
自
身
の
最
後
の
意
思
表

示
を
、
法
的
効
力
の
あ
る
遺
言
書
の
作
成

に
よ
っ
て
行
う
こ
と
は
、
安
心
し
て
老
後

の
生
活
を
送
る
た
め
に
も
有
効
な
手
段
と

言
え
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、
遺
言
書
の

紛
失
や
改
ざ
ん
を
防
止
す
る
こ
と
が
で

き
、
相
続
発
生
後
の
検
認
手
続
き
も
不
要

に
な
り
ま
す
。

　

本
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
法
務
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
釧
路
地

方
法
務
局
北
見
支
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.m
oj.go.jp/M

IN
JI/　

　

　

m
inji03_00051.htm

l

問
釧
路
地
方
法
務
局
北
見
支
局

☎
０
１
５
７
・
２
３
・
６
１
１
６

「
自
筆
証
書
遺
言
保
管
制
度
」を

ご
活
用
く
だ
さ
い
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難病者治療通院交通費および人工透析患者治療通院交通費の支給
◆対象者

　 ▽特定疾患として北海道知事の認定を受け、以下の受給者証の交付を受けている方
　　・特定疾患医療受給者証
　　・特定医療費（指定難病）受給者証
　　・小児慢性特定疾病医療受給者証
　　・先天性血液凝固因子障害医療受給者証
　　・ウイルス性肝炎進行防止対策・橋本病重症患者対策医療受給者証

　 ▽人工透析により通院を必要とし、身体障害者福祉法の規定により身体障害者手帳の交付　　
を受けている方
◆手続き方法
　保健福祉課社会福祉係まで特定疾患医療受給者証または身体障害者手帳、該当治療の領収書、
　印鑑をご持参ください。

問保健福祉課社会福祉係　☎２・１２１２

　特定疾患および精神障がいのため治療を必要とする方に対して、治療を受ける医療機関までの交通
費について令和３年度前期分（４～９月分）を支給します。ただし、公的制度の交通費の支給および割
引を受けた額を除きます。

精神障害者治療通院交通費の支給
◆対象者

　障害者総合支援法に基づき、医療機関に通院されている方
◆手続き方法
　保健福祉課社会福祉係まで該当治療の領収書、印鑑をご持参ください。

◆支給額（共通事項）

　 ▽公的交通機関利用の場合
　　医療機関までの往復交通費実費

　 ▽自家用車利用の場合
　　自宅から医療機関までの最短距離を
　　１㎞当たり２０円で計算した額

（
７
月
14
日
〜
８
月
12
日
受
付
分
）

■
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し
を
廃
し
て

宮
前
町　
　

海
老
名　

登　
　
　

さ
ん

札
幌
市　
　

木
下　
　

由
美　
　

さ
ん

永
代
町　
　

山
下　
　

純
子　
　

さ
ん

若　

佐　
　

渡
部　
　

操　
　
　

さ
ん

幸　

町　
　

菊
地　
　

泰
男　
　

さ
ん

富　

丘　
　

伊
藤　
　

カ
ズ
江　

さ
ん

西　

富　
　

長
澤　
　

敬
子　
　

さ
ん

▼
高
齢
者
福
祉
事
業
に
対
し
て

浜
佐
呂
間　

斉
藤　
　

登
久
代　

さ
ん

▼
福
祉
事
業
に
対
し
て

若　

里　
　

日
沼　
　

直
樹　
　

さ
ん

若　

里　
　

日
沼　
　

直
樹　
　

さ
ん
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一
般
の
方
が
実
践
で
き
る
応
急
手
当
の

ひ
と
つ
に「
止
血
法
」が
あ
り
ま
す
。

　

主
に
ケ
ガ
を
し
て
出
血
し
て
し
ま
っ
た

場
合
に
行
う
処
置
で
す
が
、
適
切
に
手
当

て
を
し
な
け
れ
ば
、
大
量
の
血
液
が
失
わ

れ
て
し
ま
い
、「
出
血
性
シ
ョ
ッ
ク
」と
い

う
重
い
病
気
に
な
っ
て
、
生
命
に
危
険
が

お
よ
び
ま
す
。

◆「
出
血
性
シ
ョ
ッ
ク
」と
は

　

出
血
性
シ
ョ
ッ
ク
と
は
次
の
よ
う
な
症

状
が
現
れ
た
状
態
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

・
手
足
が
冷
た
く
湿
っ
て
い
る

・
顔
色
が
悪
い

・
冷
汗
を
か
い
て
い
る

・
意
識
の
状
態
が
悪
い

・
脈
拍
が
速
い

・
呼
吸
が
荒
く
、
速
い

　

こ
の
よ
う
な
シ
ョ
ッ
ク
症
状
が
現
れ
た

ら
も
ち
ろ
ん
、
現
れ
な
く
て
も
出
血
を
し

た
ら
、
た
だ
ち
に
止
血
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

止
血
法
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ

り
、
そ
の
中
で
も
一
般
の
方
に
最
も
す
す

め
ら
れ
て
い
る「
直
接
圧
迫
止
血
法
」を
紹

介
し
ま
す
。

消消消
防防防Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

Topics

　　知っておこう！
　　応急手当（止血法）

７月の出場状況（町内）
　火災出場　１件　　救急出場　　１８件
令和３年累計（町内）
　火災出場　４件　　救急出場　１５０件

問遠軽地区広域組合消防署
　佐呂間出張所
☎０１５８７・２・３６３７

応
急
手
当（
止
血
法
）に
つ
い
て

　
「
直
接
圧
迫
止
血
法
」は
、
最
も
基
本
な

止
血
法
で
す
。
す
べ
て
の
出
血
に
対
し
、

初
め
に
選
択
す
る
止
血
法
で
す
。
け
が
に

よ
り
出
血
が
み
ら
れ
る
場
合
は
、
ま
ず
直

接
圧
迫
止
血
法
に
よ
る
止
血
を
行
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。　

【
止
血
方
法
】

　

傷
口
に
清
潔
な
ガ
ー
ゼ
や
ハ
ン
カ
チ
、

布
な
ど
を
あ
て
、
そ
の
上
か
ら
手
で
押
さ

え
て
圧
迫
す
る
。
あ
る
い
は
三
角
巾
や
包

帯
な
ど
を
巻
い
て
、
圧
迫
す
る
。
片
手
で

圧
迫
し
て
も
止
血
で
き
な
い
場
合
は
、
両

手
で
体
重
を
乗
せ
な
が
ら
圧
迫
す
る
。

※
注
意
点

・
止
血
を
試
み
る
前
に
必
ず
出
血
部
位
を

　

確
認
す
る
。

・
感
染
予
防
の
た
め
、
直
接
血
液
に
触
れ

　

な
い
こ
と
。
な
る
べ
く
、
ビ
ニ
ー
ル
や

　

ゴ
ム
製
の
手
袋
を
す
る
。

・
傷
口
は
心
臓
よ
り
高
く
上
げ
て
お
く
。

・
ガ
ー
ゼ
に
血
が
滲
み
出
て
き
た
ら
、
上

　

か
ら
新
し
い
ガ
ー
ゼ
を
重
ね
て
再
び
圧

　

迫
す
る
。

直
接
圧
迫
止
血
法


